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■25 頁の上から 4 行目

　誤　：「異常；圧の上昇がないか遅い、圧上昇が 10mmH2O に達しない、あるいはもとの　．．．

　正　：「異常；圧の上昇がないか遅い、圧上昇が 100mmH2O に達しない、あるいはもとの　．．．

■63 頁の下から 10～9 行目

　誤　：　(ii) 通常、外転神経麻痺が最も障害されやすく＜（43％）、以下、三叉神経障害（32％）＞動眼神経

　　　　　 　 麻痺（20％）＞視力障害（18％）の順である。

　正　：　(ii) 内頚動脈海綿静脈洞部に脳動脈瘤が存在する場合には、外転神経が最も障害されやすく＜（43％）、

　　　　　　　以下、三叉神経障害（32％）＞動眼神経麻痺（20％）＞視力障害（18％）の順である（※Linskey ら、

　　　　　　　1990）。
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